令和７年度　第４回　
春の歌運営推進会議　報告書

日 　　　　 時： 令和７年１１月１３日（木） １３：３０～１４：３０
場 　　　　 所： 春の歌

１．報告事項
〇基本情報
	法　人　名
	株式会社縹色

	事 業 所 名
	春の歌

	住　　　所
	札幌市北区拓北4条3丁目12番16号

	電話/FAX
	０１１－７９２－５８６０/０１１－７９２－５８６２

	事 業 所 番 号
	０１９０２０２３３３

	事 業 種 別
	指定介護予防小規模多機能型居宅介護・指定小規模多機能型居宅介護

	事業開始年月日
	令和5年11月１日

	登録定員
	１８名（営業日/問い合わせ：365日/9:00～18:00）

	通い定員
	１日９名まで（提供時間：9:30～16:00）

	泊り定員
	１日３名まで（提供時間：16:00～9:30）

	訪問対応
	24時間対応

	職員数
	常勤4名（兼務2名、専従2名）、非常勤６名（うち看護師1名）



〇出席者 
	市町村職員
	0名
	知見を有する者
	０名
	地域住民・地域団体
	１名

	利用者
	０名
	利用者家族
	０名
	地域包括支援センター
	１名

	近隣事業所
	０名
	事業所職員
	１名
	その他
	０名



（１）利用者の状況　（令和７年１１月１３日現在）
〇登録者数及び男女比
	[bookmark: _Hlk166161543]月
	4
	5
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	登録者数
	１５
	１５
	１６
	１７
	１７
	１７
	１７
	１７
	
	
	
	

	男性
	４
	５
	５
	５
	５
	５
	５
	５
	
	
	
	

	女性
	１１
	１０
	１１
	１２
	１２
	１２
	１２
	１２
	
	
	
	



〇地域 
	[bookmark: _Hlk198059597]月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	拓北
	3
	2
	２
	３
	３
	３
	３
	２
	
	
	
	

	あいの里
	4
	5
	５
	６
	６
	６
	６
	７
	
	
	
	

	篠路
（篠路町上篠路）
	5
	5
	６
	６
	６
	６
	６
	６
	
	
	
	

	太平
	2
	2
	２
	２
	２
	２
	２
	２
	
	
	
	

	百合が原
	1
	1
	１
	０
	０
	０
	０
	０
	
	
	
	

	東茨戸
	0
	0
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	
	
	



〇要介護度 （平均介護度　2,04）
	月
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	要支援１
	0
	0
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	
	
	

	要支援２
	0
	1
	１
	１
	２
	２
	２
	２
	
	
	
	

	要介護１
	5
	4
	４
	３
	３
	３
	３
	３
	
	
	
	

	要介護２
	6
	7
	６
	６
	６
	６
	６
	７
	
	
	
	

	要介護３
	2
	2
	２
	４
	５
	５
	５
	５
	
	
	
	

	要介護４
	1
	1
	１
	１
	１
	１
	１
	０
	
	
	
	

	要介護５
	0
	0
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	
	
	

	申請中
	1
	0
	２
	２
	０
	０
	０
	０
	
	
	
	



（2）活動報告
	９月～１０月
	・春の歌ヨガ（第１火曜日）　・春の歌麻雀（月水土）　・鶏にごはん届ける
・制作活動　・誕生会　・ぶどうジュース作り　・春の歌秋の運動会
・ハロウィンかぼちゃ作り
・外出（百合が原公園ぽっぴーフェティバル・リリートレイン、当別ふれあい倉庫
篠路コミセン・ウクレレ演奏鑑賞、ロイズローズガーデン）
・注文を間違えるレストラン（４名参加）

	１１月
	・春の歌ヨガ（第１火曜日）　・春の歌麻雀（月水土）　・鶏にごはん届ける
・制作活動　・誕生会　
・外出（札幌ファクトリーレンガ館紅葉見学、丘珠空港、



※９月は前回の運営推進会議後。
☆その他、暮らしの中で行っていること☆
・お茶入れ、調理、おやつ作り、配膳、食器洗い、洗濯干し、洗濯たたみ、掃除、洗車
・雑巾縫い、生け花、
・買い物（商品選び、セルフレジで会計）
・資源ごみをまとめリサイクルセンターへ持ち込み
・フットケア、アロマハンド、アロマ

春の歌と地域のかかわり・地域に出向いて本人の暮らしを支える取り組み
・認知症介護者の集い（他事業所のケアマネと共同で開催）


（３）事故及びヒヤリハットの報告
	日付
	内容
	対応
	再発防止

	R７.10.7

	【ライター回収忘れ】訪問
喫煙支援している方のライターを自宅に置いてきてしまった
	次の日の朝訪問した職員が気づき回収。
	ライターとたばこ入れを紐で繋いで対策していたが、紐でつながれていないライターを渡してしまった。
もう一つのライターも紐をつける。

	R７.10.8
	【誤食リスク】通い
利用者がティッシュを食べようとした
	すぐにティッシュを回収。その場からティッシュの箱を撤去。
	食べ物とそうでないものの認識が出来ない方のため、近くに口に入るものは置かない。


	R７.10.14
	【転倒】訪問
透析後、迎えに行った車に乗らず歩き出し、道路の段差に躓き転倒。
	側で見守りしていたので支えたが、支えきれず手をついた。
	道路状況から転倒予測してすぐに支えられる準備をする。

	R７10.15

	【薬持参忘れ】訪問
通いで服用する昼薬を持参忘れ
	家族に連絡し取りに行った。
	朝薬確認中に本人が出かけようと玄関へ移動したため気を取られて失念。乗車後、再確認する。

	R７.10.15
	【誤食リスク】通い
前髪を留めていたピンが紛失。
	衣服や座っていた辺りを探す。ポケットにあった。
	口に入れる可能性のあるものとの認識が不足していた。ピンは使用禁止にし、布製のターバンにした。

	R７.10.17
	【紛失リスク】通い
利用者の薬ポーチを別の利用者の荷物に間違えて入れる。
	回収し、本人のもとへ届け謝罪。
	帰りの荷物確認。

	R7.10.20
	【誤薬リスク】通い
介護記録に記載した薬の名前が間違っていた。記録を見た家族から指摘があり気づく。
	本人が内服した薬は間違っていないことを確認。薬剤名の修正をし周知。
	思い込みによる単純ミス。薬情を確認し、薬剤名を記録共有する。

	R7.11.8
	【送迎忘れ】通い
利用者の送迎を忘れた。
	すぐに気づいて迎えに行く。
	業務担当の流れをメモ等で確認できる準備をしてから送迎や訪問に出る。




（4）職員研修参加状況
	日付・場所
	研修名
	主催者
	参加者

	R7年9月24日（水）
春の歌
	利用者のプライバシー保護に関する研修
	内部研修
	全職員

	R7年９月2７日（土）
当別町総合保険福祉センター
	みんなで支えるまちづくり
認知症フォーラムin当別２０２５
	当別町地域包括支援センター
	鬼塚亜美

	R7年１０月９日（木）
西区民センター

	小規模多機能型居宅介護を考える
	西区在宅ケア連絡会
	鬼塚亜美
杉本香陽

	R7年１０月１１日（土）札内コミュニティプラザ

	小林敏志氏の認知症セミナー「イカす！マゴマゴする介護学」～特性を味方に、困難を力に、認知症高齢者が世界を救う～
	特定非営利活動法人幕別町地域支縁ネット
	鬼塚亜美

	R7年10月14日（火）
春の歌
	身体拘束廃止研修
	内部研修
	全職員

	R７年１０月２６日（日）
オンライン
	認知症の人と家族への援助をすすめる全国研究集会
最期まで「私」らしく生きたい
	認知症の人と家族の会
	鬼塚亜美

	R７年１０月２６日（日）
札幌会場
	エンドオブライフ・ケア援助者養成基礎講座
	一般社団法人エンドオブライフ・ケア協会
	杉本香陽

	R7年１１月５日（水）～1９日（水）
オンライン
	エンドオブライフ・ケア援助者養成基礎講座
	一般社団法人エンドオブライフ・ケア協会
	杉本香陽

	R7年11月11日（火）
春の歌
	高齢者虐待防止研修

	内部研修
	全職員



（5）委員会実施状況
	R7年９月２４日（水）
	高齢者虐待防止委員会

	R7年１０月14日（火）
	感染症対策委員会

	R7年11月11日（火）
	身体拘束廃止委員会



（６）事業所の地域参加
	R7年１０月２１日（火）
	認知症サポーター養成講座（鬼塚）

	[bookmark: _Hlk209092150]R7年１０月２１日（火）
	ケア施設町内会　交流会（鬼塚・杉本）

	R7年１１月１８日（火）
	拓北あいの里ケア施設町内会１１月例会（杉本）



２．地域の情報提供 
・特になし
３．質疑応答
・認知症の人と認知症の話しを日頃からしているが、認サポを春の歌の利用者にしたいと考えている（春の歌）⇒いいと思う。管理者がキャラバンメイトなので申し込めるよ。（Aさん）
・包括はキャラバンメイト持っている人は何人いるのか（Aさん）⇒全職員7名のうち4名です（包括）

次回開催 
令和７度 第５回春の歌運営推進会議は、１月1５日（木）１３：３０から開催いたします。
